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米国経済は２０１０年以降、緩やかながらも着実に成長を続けています。その大きなけん引
役のひとつが、世界的な企業を数多く輩出するＩＴ産業です。

例えば、ｉＰｈｏｎｅやｉＰａｄなどで有名なアップル社の時価総額は、なんとギリシャの
約 倍 世 第 位 企業 す 年 発売を け 株ＧＤＰの約２倍、世界第1位の企業です。２０１２年９月のｉＰｈｏｎｅ５の発売を受けて株

価はさらに上昇、ｉＰｈｏｎｅ５の経済効果は、米国の第４四半期ＧＤＰを最大０.５％押し上
げるとの試算もあるほどです。（2012年9月21日現在）

アップルとともに世界のＩＴ業界をけん引するグーグル社は、同じく９月にタブレット端末
「ネクサス７」をｉＰａｄの半額以下の価格で発売しました。またマイクロソフト社も、翌
１０月にＷｉｎｄｏｗｓ８を発売すると発表 同社初のタブレット端末「Ｓｕｒｆａｃｅ」の１０月にＷｉｎｄｏｗｓ８を発売すると発表。同社初のタブレット端末「Ｓｕｒｆａｃｅ」の
リリースも同時期に控えており、米国のＩＴ業界は今後も盛り上がりを見せそうです。

米国ＩＴ産業の好調の背景には、米国内や先進国だけでなく成長国＊の需要の拡大もあります。
アップル社では、中国を中心にアジア太平洋地域（日本を含む）が躍進、２０１１年の売上高
はついに欧州を追い抜きました。

成 経済成 後押 もあ 産業 さ な が期待 き す成長国の経済成長の後押しもあり、米国IT産業のさらなる飛躍が期待できそうです。

アップル社の株価とS&P500インデックス
（指数）

アップル社の地域別売り上げ
（単位：億米ドル）

＊｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。

（単位：億米ドル）（指数） （単位：億米ドル）（単位：億米ドル）

※２０１２年９月２１日現在
※２００９年１２月末＝１００として指数化
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（出所）ブルームバーグ （出所）アップル社発表データよりＧＳＡＭ作成

S&P

アップル社時価総額 6,563億米ドル（約51兆円、右軸）
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